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人形劇を楽しみました！

＝
主
な
記
事
＝

コオニユリが見ごろを迎えていました



　

９
月
２
日
（
水
）
に
新
庄
村
役
場
で

新
庄
村
地
方
創
生
推
進
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
、
村
内
５
名
の
方
に
加

え
、
中
国
銀
行
、
山
陽
新
聞
、
県
の
方

に
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

「
新
庄
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
実
施
し
た
事
業

実
績
に
つ
い
て
、
評
価
や
ご
意
見
を
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
に
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た
事
業
実

績
と
、
昨
年
度
で
終
了
し
た
旧
総
合
戦

略
（
計
画
期
間
：
Ｈ
27
〜
Ｒ
１
）
の
効

果
検
証
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
を

行
い
、
そ
の
後
、
委
員
か
ら
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
績
等
に

つ
い
て
は
、
後
日
、
役
場
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
地

方
創
生
事
業
を
進

め
、
新
庄
村
の
活

性
化
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

中
山
）

　

第
19
回
新
庄
村
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研

究
会
の
総
会
が
、
８
月
21
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
及
び
監
査
報
告
、
令
和
２
年
度
事

業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
が
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

機
能
性
食
品
と
し
て
の
効
能
等
の

報
道
等
も
あ
り
消
費
者
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
る
新
庄
産
の
サ
ル
ナ
シ
で

す
が
、
近
年
は
天
候
不
順
等
に
よ
り

収
穫
量
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
需
要
に
応

え
る
べ
く
、
村
内
研
修
会
を
中
心
に

栽
培
技
術
の
安
定
化
と
面
積
拡
大
等

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
新
規
で
サ
ル
ナ
シ
を
栽
培
し

て
み
た
い
方
、
サ
ル
ナ
シ
に
興
味
が

あ
る
方
は
産
業
建
設
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

（
産
業
建
設
課　

竹
本
）

　

８
月
18
日
（
火
）
、
ふ
れ
あ
い
公

園
に
て
第
８
回
村
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
25
名
の
方
に

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
試
合
は
個
人

戦
で
行
わ
れ
、
各
組
が
８
ホ
ー
ル
２

回
の
計
16
ホ
ー
ル
の
合
計
打
数
で
競

技
し
、
勝
敗
を
決
め
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
好
打
を
連
発
し
、

当
日
の
暑
さ
に
負
け
な
い
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
上
位
入
賞
者
】

　

優　

勝  

牧
野　

好
正
さ
ん

　

準
優
勝  

福
井　

幸
平
さ
ん

　

第
３
位  

滝
川　

生
夫
さ
ん

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】

　

・
福
井　

幸
平
さ
ん

　

・
兵
江　

万
濤
男
さ
ん

　

・
小
西　

次
市
さ
ん

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

新
庄
村
保
育
所
で
は
、
保
育
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
及
び
環
境
整
備
の
た
め
、

６
月
か
ら
保
育
所
の
改
修
工
事
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
改

修
工
事
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
で
は
、
ち
ゅ
う
り
っ

ぷ
（
０
・
１
・
２
歳
児
用
）
部
屋
の

面
積
を
広
げ
る
た
め
、
隣
接
倉
庫
と

廊
下
の
一
部
を
保
育
室
へ
改
修
し
、

保
育
面
積
を
増
や
し
ま
し
た
。
ま
た
、

環
境
整
備
と
し
て
、
調
理
室
の
床
面

の
改
修
、
ト
イ
レ
、
倉
庫
を
改
修
し

ま
し
た
。

　

改
修
期
間
中
は
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
ご
理
解
ご
協
力

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課　

藤
井
）

　

８
月
６
日

（
木
）
夏
の

ふ
る
さ
と
小

包
の
発
送
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度

も
今
年
で
37

年
目
を
迎
え

る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
「
源
流
野
菜

セ
ッ
ト
（
５
種
）
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
・
新
庄
カ
ス
漬
け
・
新
庄
ブ
レ
ン

ド
茶
・
リ
ン
ド
ウ
」
の
９
品
目
の
特

産
品
を
箱
詰
め
し
、
計
４
０
３
箱
を

全
国
へ
発
送
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
「
お
求
め
や
す
く
」

「
新
庄
村
の
味
・
季
節
を
今
ま
で
以

上
に
感
じ
ら
れ
る
」
よ
う
に
年
３
回

の
発
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に

発
送
を
予
定
し
て
い
る
秋
の
便
で
は
、

新
庄
村
の
「
お
米
」
を
中
心
と
し
た

セ
ッ
ト
が
入
る
予
定
で
す
。
ご
家
族

や
ご
親
戚
、
ご
友
人
へ
の
贈
り
物
に

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設
課　

小
畑
）

　

８
月
31
日
（
月
）
、
秋
の
交
通
安
全
県
民

運
動
に
さ
き
が
け
て
、
新
庄
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

真
庭
警
察
署
の
黒
田
署
長
と
近
藤
交
通
課

長
よ
り
真
庭
地
域
の
交
通
事
故
状
況
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
、
新
庄
村
内
で
の
交
通

安
全
運
動
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
発
生
し
た
物
損
事
故
の
う
ち
、
約

６
割
が
自
損
事
故
で
あ
り
、
村
外
の
方
に
よ

る
も
の
も
過
半
数
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
も
交
通
安
全

期
間
中
に
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を
行
う
ほ

か
、
交
通
安
全
関
所
を
開
設
し
て
、
国
道
を

通
行
す
る
車
両
へ
の
交
通
安
全
啓
発
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
誰

に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
脅
威
で

す
。
ご
家
庭
や
地

域
で
の
声
か
け
な

ど
、
引
き
続
き
交

通
安
全
対
策
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

（総務企画課　中山）
新庁舎整備に関する情報は、今後も広報誌に掲載していきます。

　８月31日（月）、新庄村役場において第３回新庄村役場庁舎整備検討委員会を開催しました。
今回の委員会では、第２回の検討委員会で比較検討した庁舎整備の位置について、委員会とし
ての意見を決定しました。
　そして９月１日（火）、委員長と副委員長が委員会の
意見をまとめた答申書を村長に手渡しました。これを
受け、村としては委員会から答申された位置に整備す
る方針に決定しました。
　今後、関係者の方々にご協力をお願いしながら、着
実に庁舎整備を進めてまいります。
　※　具体的な整備位置については、関係者の方 と々
の協議が終了し次第、お知らせする予定です。

新庄村役場庁舎整備検討委員会が新庁舎整備の位置について村長に答申を行いました
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い
る
秋
の
便
で
は
、

新
庄
村
の
「
お
米
」
を
中
心
と
し
た

セ
ッ
ト
が
入
る
予
定
で
す
。
ご
家
族

や
ご
親
戚
、
ご
友
人
へ
の
贈
り
物
に

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
産
業
建
設
課　

小
畑
）

　

８
月
31
日
（
月
）
、
秋
の
交
通
安
全
県
民

運
動
に
さ
き
が
け
て
、
新
庄
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

真
庭
警
察
署
の
黒
田
署
長
と
近
藤
交
通
課

長
よ
り
真
庭
地
域
の
交
通
事
故
状
況
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
、
新
庄
村
内
で
の
交
通

安
全
運
動
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
発
生
し
た
物
損
事
故
の
う
ち
約

６
割
が
自
損
事
故
で
あ
り
、
村
外
の
方
に
よ

る
も
の
も
過
半
数
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
も
交
通
安
全

期
間
中
に
通
学
路
で
の
街
頭
指
導
を
行
う
ほ

か
、
交
通
安
全
関
所
を
開
設
し
て
、
国
道
を

通
行
す
る
車
両
へ
の
交
通
安
全
啓
発
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
誰

に
で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
脅
威
で

す
。
ご
家
庭
や
地

域
で
の
声
か
け
な

ど
、
引
き
続
き
交

通
安
全
対
策
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

（総務企画課　中山）
新庁舎整備に関する情報は、今後も広報誌に掲載していきます。

　８月31日（月）、新庄村役場において第３回新庄村役場庁舎整備検討委員会を開催しました。
今回の委員会では、第２回の検討委員会で比較検討した庁舎整備の位置について、委員会とし
ての意見を決定しました。
　そして９月１日（火）、委員長と副委員長が委員会の
意見をまとめた答申書を村長に手渡しました。これを
受け、村としては委員会から答申された位置に整備す
る方針に決定しました。
　今後、関係者の方々にご協力をお願いしながら、着
実に庁舎整備を進めてまいります。
　※　具体的な整備位置については、関係者の方 と々
の協議が終了し次第、お知らせする予定です。

新庄村役場庁舎整備検討委員会が新庁舎整備の位置について村長に答申を行いました

新
庄
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

新
庄
村
地
方
創
生
推
進
委
員
会
開
催

第3回新庄村役場庁舎整備検討委員会を開催しました
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究
会
総
会

保
育
所
の
改
修
に
つ
い
て

夏
の
ふ
る
さ
と
小
包
発
送

村
長
杯

  

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
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『
国
勢
調
査
』は
５
年
ご
と
に
全
国

一
斉
で
行
わ
れ
、統
計
法
と
い
う
法
律

に
回
答
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
で
、新

庄
村
に
お
住
ま
い
の
す
べ
て
の
方
に
つ

い
て
調
査
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
書
類
は
、９
月
中
旬
よ
り
随

時
調
査
員
が
み
な
さ
ま
の
お
宅
を
訪

問
し
て
お
配
り
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
機
械
で
読
み
取
り
処
理

を
行
い
ま
す
の
で
、回
答
の
際
は
黒
の

鉛
筆
、ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
で

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

回
答
期
日
は
10
月
７
日
で
す
。

　

調
査
の
回
答
方
法
は
主
に
３
つ
あ

り
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

　

調
査
期
間
中
24
時
間
い
つ
で
も
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
回
答
で
き
、紙
の

調
査
票
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

②
郵
送
提
出

　

お
配
り
し
て
い
る
封
筒
に
調
査
票

を
入
れ
て
、10
月
１
日
〜
10
月
７
日

ま
で
の
間
に
、郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

③
調
査
員
へ
提
出

　

10
月
１
日
〜
10
月
７
日
ま
で
の
間

で
、調
査
員
が
調
査
票
を
回
収
し

ま
す
。訪
問
希
望
日
を
担
当
調
査

員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、調
査
票
を
直
接
役
場
へ
持

参
し
て
い
た
だ
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、役
場
よ
り
お
願
い
し
て
い
る

国
勢
調
査
指
導
員
・
調
査
員
は
次
の

方
々
で
す
。

○
指
導
員

　

牧
野
　
好
正

○
調
査
員【
担
当
地
区
】

　

清
川
　
博
義

【
田
浪
・二
つ
橋
・
滝
の
尻
・
大
原
・

カ
ケ
住
宅・梨
瀬
】

　

津
田
　
信
行

【
野
土
路
・
高
下
・
中
谷
・
浦
手
・田

中
住
宅
】

　

石
藤
　
勝
美

　
【
田
中・田
井・戸
島
】

　

田
中
　
由
美
子

　
　
【
鍛
冶
屋・幸
町
】

　

佐
々
木
　
利
夫

【
上
町
・
本
町
・
中
町
・
東
町
・
西

町
】

　

髙
村
　
茂
博

【
旭
町
・
が
い
せ
ん
桜
団
地
・
茅

見・大
所
】

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

10
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

10
月
8
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

10
月
22
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

令
和
2
年
8
月
受
付
分

　

教
育
委
員
会
で
は
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
整
理
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

管
内
の
清
掃
と
と
も
に
、
民
俗
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
見
据

え
、
台
帳
と
の
照
合
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。　
　

　

資
料
館
は
、
江
戸
中
期
の
村
内
の

茅
葺
き
民
家
を
移
設
し
た
入
母
屋
造

の
建
物
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
約
５
０
０
点
の
民
具
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
作
業
を
担
う
の
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
畑
ゆ
か
り

さ
ん
。
７
月
か
ら
週
２
回
、
た
ま
っ

た
ほ
こ
り
を
ほ
う
き
で
丁
寧
に
取
り

払
っ
た
り
、
床
に
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け

る
な
ど
、
手
入
れ
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

　

「
人
の
手
が
入
る
こ
と
で
木
の
温

も
り
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
次
は

い
ろ
り
に
火
を
入
れ
た
い
」
と
大
畑

さ
ん
。
今
後
は
民
具
と
台
帳
と
の
照

合
作
業
に
取
り
か
か
る
予
定
で
、
実

際
に
民
具
を
使
わ
れ
た
ご
経
験
や
ご

記
憶
を
お
持
ち
の
方
に
ご
教
授
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
関
心
を
持
た

れ
た
方
は
、
教
員
委
員
会（
０
８
６
７‐

５
６‐３
１
７
８
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

■
第
１
回　

水
辺
の
教
室

　

８
月
３
日
（
月
）
、
馬
場
橋
周
辺

の
新
庄
川
で
開
催
し
、
小
学
生
15
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

タ
モ
網
を
使
っ
て
実
際
に
ヤ
ゴ
な

ど
水
生
昆
虫
を
捕
ま
え
て
、
ル
ー
ペ

や
顕
微
鏡
で
も
観
察
し
、
指
導
員
の

人
に
名
前
や
生
態
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
非
常
に
暑
く
川
が
恋

し
い
時
期
で
も
あ
り
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
と
早
速
川
に

入
り
、
気
持
良
さ
そ
う
に
し
て
い
る

表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

■
第
２
回　

昆
虫
教
室

　

８
月
７
日
（
金
）
、
運
動
公
園
で

開
催
し
、
小
学
生
18
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

広
い
運
動
公
園
の
中
を
、
ど
こ
に

チ
ョ
ウ
チ
ョ
や
バ
ッ
タ
が
い
る
の

か
？
と
捕
虫
網
を
片
手
に
探
し
て
歩

き
ま
し
た
。
初
め
は
ひ
た
す
ら
網
を

振
り
回
し
て
追
い
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
１
時
間
も
経
つ
頃
に
は
コ
ツ
が

わ
か
り
、
捕
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
友
達
と
手
を
つ

な
い
で
円
陣
を
組
み
輪
を
段
々
小
さ

く
し
て
バ
ッ
タ
を
集
め
る
方
法
を
教

え
て
も
ら
う
等
、
昆
虫
の
生
息
場
所

や
習
性
な
ど
を
体
感
で
き
ま
し
た
。

■
第
３
回　

樹
木
の
葉
の
観
察
会

　

８
月
10
日
（
月
・
祝
）
、
土
用
ダ

ム
周
辺
で
開
催
し
、
関
心
の
あ
る
村

内
の
方
が
６
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
カ
エ
デ
」
の
見
分
け
方

を
メ
イ
ン
と
し
て
葉
の
付
き
方
、
色
、

形
な
ど
を
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
シ
デ
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ブ
ナ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
ト
チ
等
に

つ
い
て
、
似
て
い
る
け
ど
違
う
と
こ

ろ
や
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が
あ
る
の

か
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

８
月
10
日
（
月
）
に
、
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
人
の
冥
福
と
永
遠
の
平
和

を
祈
念
す
る
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
普

陀
寺
山
公
園
の
忠
魂
碑
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
約
15
名
の
遺
族
会
会
員
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
忠
魂
碑
周
辺
の

草
刈
り
や
枝
切
り
な
ど
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
長
、
議
長
、
教
育
長

を
来
賓
に
迎
え
、
慰
霊
祭
を
開
催
ま

し
た
。

　

年
々
慰
霊
祭
に
参
加
さ
れ
る
会
員

も
高
齢
に
な
り
、
活
動
で
き
る
方
々

も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
慰
霊

祭
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
機

会
で
あ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

《
戸
籍
の
動
き
》

７月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
７月期 ７月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

1

0

1

0

18

0

4

15

事　
　

故

（総務企画課　中川）

国
勢
調
査
の
お
願
い

９
月
の
納
税

国
保
税 

（
４
期
）

　
　

納
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

年  

金  

相  

談

民
俗
資
料
館
の

　
　
整
理
作
業
進
行
中

新
庄
村
遺
族
会

 

戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催

自
然
体
験
教
室

お知らせ

第４回コウモリの観察会
  ● 日　　時
　９月27日（日）　　　　
　９時～11時
  ● 集合場所
　役場期日前投票所
  ● 観察場所へは車で移動  
　します。車のない方は申
　込時にその旨伝えてくだ
　さい。
  ● 申込先
　役場総務企画課
　☎０８６７（５６）２６２７
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期
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フ
ォ
ン
等
で
回
答
で
き
、紙
の

調
査
票
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

②
郵
送
提
出

　

お
配
り
し
て
い
る
封
筒
に
調
査
票

を
入
れ
て
、10
月
１
日
〜
10
月
７
日

ま
で
の
間
に
、郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

③
調
査
員
へ
提
出

　

10
月
１
日
〜
10
月
７
日
ま
で
の
間

で
、調
査
員
が
調
査
票
を
回
収
し

ま
す
。訪
問
希
望
日
を
担
当
調
査

員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、調
査
票
を
直
接
役
場
へ
持

参
し
て
い
た
だ
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、役
場
よ
り
お
願
い
し
て
い
る

国
勢
調
査
指
導
員
・
調
査
員
は
次
の

方
々
で
す
。

○
指
導
員

　

牧
野
　
好
正

○
調
査
員【
担
当
地
区
】

　

清
川
　
博
義

【
田
浪
・二
つ
橋
・
滝
の
尻
・
大
原
・

カ
ケ
住
宅・梨
瀬
】

　

津
田
　
信
行

【
野
土
路
・
高
下
・
中
谷
・
浦
手
・田

中
住
宅
】

　

石
藤
　
勝
美

　
【
田
中・田
井・戸
島
】

　

田
中
　
由
美
子

　
　
【
鍛
冶
屋・幸
町
】

　

佐
々
木
　
利
夫

【
上
町
・
本
町
・
中
町
・
東
町
・
西

町
】

　

髙
村
　
茂
博

【
旭
町
・
が
い
せ
ん
桜
団
地
・
茅

見・大
所
】

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

　

10
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
　
時

　

10
月
8
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

　

10
月
22
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

0
8
6
8
･
3
1
･
2
3
6
0

　

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し

　
　

た
ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番

　
　

を
押
し
て
下
さ
い
。

　

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

　
　

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願

　
　

い
し
ま
す
。

　

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

　
　

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、

　
　

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。
ま
た
、
代
理
の
場
合
は

　
　

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
　

大
の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る

　
　

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の

　
　

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

　
　

す
。

　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課　

古
南
）

令
和
2
年
8
月
受
付
分

　

教
育
委
員
会
で
は
、
歴
史
民
俗
資

料
館
の
整
理
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

管
内
の
清
掃
と
と
も
に
、
民
俗
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
見
据

え
、
台
帳
と
の
照
合
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。　
　

　

資
料
館
は
、
江
戸
中
期
の
村
内
の

茅
葺
き
民
家
を
移
設
し
た
入
母
屋
造

の
建
物
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
約
５
０
０
点
の
民
具
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
作
業
を
担
う
の
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
畑
ゆ
か
り

さ
ん
。
７
月
か
ら
週
２
回
、
た
ま
っ

た
ほ
こ
り
を
ほ
う
き
で
丁
寧
に
取
り

払
っ
た
り
、
床
に
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け

る
な
ど
、
手
入
れ
に
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。

　

「
人
の
手
が
入
る
こ
と
で
木
の
温

も
り
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
次
は

い
ろ
り
に
火
を
入
れ
た
い
」
と
大
畑

さ
ん
。
今
後
は
民
具
と
台
帳
と
の
照

合
作
業
に
取
り
か
か
る
予
定
で
、
実

際
に
民
具
を
使
わ
れ
た
ご
経
験
や
ご

記
憶
を
お
持
ち
の
方
に
ご
教
授
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
関
心
を
持
た

れ
た
方
は
、
教
員
委
員
会（
０
８
６
７‐

５
６‐３
１
７
８
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会　

小
泉
）

■
第
１
回　

水
辺
の
教
室

　

８
月
３
日
（
月
）
、
馬
場
橋
周
辺

の
新
庄
川
で
開
催
し
、
小
学
生
15
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

タ
モ
網
を
使
っ
て
実
際
に
ヤ
ゴ
な

ど
水
生
昆
虫
を
捕
ま
え
て
、
ル
ー
ペ

や
顕
微
鏡
で
も
観
察
し
、
指
導
員
の

人
に
名
前
や
生
態
に
つ
い
て
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
非
常
に
暑
く
川
が
恋

し
い
時
期
で
も
あ
り
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
身
に
つ
け
る
と
早
速
川
に

入
り
、
気
持
良
さ
そ
う
に
し
て
い
る

表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

■
第
２
回　

昆
虫
教
室

　

８
月
７
日
（
金
）
、
運
動
公
園
で

開
催
し
、
小
学
生
18
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

広
い
運
動
公
園
の
中
を
、
ど
こ
に

チ
ョ
ウ
チ
ョ
や
バ
ッ
タ
が
い
る
の

か
？
と
捕
虫
網
を
片
手
に
探
し
て
歩

き
ま
し
た
。
初
め
は
ひ
た
す
ら
網
を

振
り
回
し
て
追
い
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
１
時
間
も
経
つ
頃
に
は
コ
ツ
が

わ
か
り
、
捕
ま
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
友
達
と
手
を
つ

な
い
で
円
陣
を
組
み
輪
を
段
々
小
さ

く
し
て
バ
ッ
タ
を
集
め
る
方
法
を
教

え
て
も
ら
う
等
、
昆
虫
の
生
息
場
所

や
習
性
な
ど
を
身
を
も
っ
て
学
習
で

き
ま
し
た
。

■
第
３
回　

樹
木
の
葉
の
観
察
会

　

８
月
10
日
（
月
・
祝
）
、
土
用
ダ

ム
周
辺
で
開
催
し
、
関
心
の
あ
る
村

内
の
方
が
６
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
カ
エ
デ
」
の
見
分
け
方

を
メ
イ
ン
と
し
て
葉
の
付
き
方
、
色
、

形
な
ど
を
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
シ
デ
、
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ブ
ナ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
ト
チ
等
に

つ
い
て
、
似
て
い
る
け
ど
違
う
と
こ

ろ
や
、
ど
の
よ
う
な
活
用
が
あ
る
の

か
な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

８
月
10
日
（
月
）
に
、
戦
争
で
亡

く
な
っ
た
人
の
冥
福
と
永
遠
の
平
和

を
祈
念
す
る
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
普

陀
寺
山
公
園
の
忠
魂
碑
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
約
15
名
の
遺
族
会
会
員
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
忠
魂
碑
周
辺
の

草
刈
り
や
枝
切
り
な
ど
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
長
、
議
長
、
教
育
長

を
来
賓
に
迎
え
、
慰
霊
祭
を
開
催
ま

し
た
。

　

年
々
慰
霊
祭
に
参
加
さ
れ
る
会
員

も
高
齢
に
な
り
、
活
動
で
き
る
方
々

も
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
慰
霊

祭
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊

さ
を
次
世
代
に
語
り
継
い
で
い
く
機

会
で
あ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

《
戸
籍
の
動
き
》

７月期の交通事故発生状況
村　　内

区　分
７月期 ７月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

0

0

0

0

1

0

1

0

18

0

4

15

事　
　

故

（総務企画課　中川）

国
勢
調
査
の
お
願
い

９
月
の
納
税

国
保
税 

（
４
期
）

　
　

納
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

年  

金  

相  

談

民
俗
資
料
館
の

　
　
整
理
作
業
進
行
中

新
庄
村
遺
族
会

 

戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催

自
然
体
験
教
室

お知らせ

第４回コウモリの観察会
  ● 日　　時
　９月27日（日）　　　　
　９時～11時
  ● 集合場所
　役場期日前投票所
  ● 観察場所へは車で移動  
　します。車のない方は申
　込時にその旨伝えてくだ
　さい。
  ● 申込先
　役場総務企画課
　☎０８６７（５６）２６２７



　

第
18
回
お
か
や
ま
県
民
文
化
祭

「
文
化
が
ま
ち
に
あ
る
！
in
ま
に
わ

２
０
２
０
」
の
一
環
と
し
て
、
「
出

雲
街
道
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

旧
出
雲
街
道
の
面
影
が
残
る
旧
四

十
曲
峠
か
ら
が
い
せ
ん
桜
通
り
ま
で

の
約
６
・
５
ｋ
ｍ
の
道
の
り
を
、
自

然
や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
散
策
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

　

10
月
25
日
（
日
）

　

9
時
〜
受
付
、
10
時
ス
タ
ー
ト

○
集
合
場
所　

  

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
駐
車
場

○
参
加
料

　

無
料

○
参
加
申
込
み
締
切
り

  

10
月
2
日
（
金
）
※
先
着
15
名

○
問
い
合
わ
せ
先

  

新
庄
村
公
民
館

  

電
話
０
８
６
７‐
５
６‐
３
０
２
２

（
公
民
館　

高
岡
）

　

本
年
10
月
11
日
（
日
）
に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
「
長
寿
の
つ
ど
い
」

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
い

た
し
ま
す
。
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
皆
さ
ま
や
、
催
し
に
関
わ
る

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
対
象
者
の
名
簿

に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
ど
お
り
冊

子
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
金
婚
式
、
米
寿
の
方
、８
０
２
０

（
歯
科
）受
賞
者
に
は
、
記
念
品
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

９
月
21
日
（
月
）
か
ら
30
日

（
水
）
の
10
日
間
、
秋
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
県
内
一
斉
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

重
点
目
標
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【
全
国
共
通
】

◆
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

◆
高
齢
運
転
等
の
安
全
運
転
の
励
行

◆
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の

防
止

【
岡
山
県
】

◆
危
険
な
横
断
の
禁
止

◆
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

◆
合
図
の
徹
底

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
１

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

相
手
に
対
す
る
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず

り
合
い
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
交
通

マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。

『
思
い
や
り　

ゆ
と
り
は
無
事
故
へ

　

つ
づ
く
道
』
を
合
言
葉
に
、
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

　

10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）は
、

「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。
行
政
相
談

週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

《
日
時
》

　

令
和
2
年
10
月
20
日
（
火
）

　

10
時
〜
12
時

《
場
所
》

　

新
庄
村
創
生
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

応
接
室

《
相
談
に
対
応
す
る
方
》

・
新
庄
村
行
政
相
談
員

　

三
船　

八
壽
子　

さ
ん

・
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

１
名

　

な
お
、
総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
】

　
☎
０
８
６‐２
２
４‐１
１
０
０

　
☎
０
５
７
０‐０
９
０
１
１
０

　

F
a
x
０
８
６‐２
２
１‐５
６
６
１

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

新
庄
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
〜
74
歳
）
・
後
期
高
齢
者
医
療

加
入
者
の
方
へ
送
付
し
た
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
・
「
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
受
診
券
」
の
有
効
期
限
は
、

10
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庄
村
診
療
所
の
他
、
真
庭
市
内
の

医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

・
健
診
期
間

　

令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で

・
検
診
内
容

　

問
診
、
身
体
測
定
、
検
尿
、
血
圧

測
定
、
診
察
、
心
電
図
、
血
液
検
査

な
ど
の
検
査
が
ま
と
め
て
受
け
ら
れ

ま
す
。

・
健
診
当
日
に
持
参
し
て
い
た
だ
く

も
の

　

健
康
診
査
受
診
券
（
黄
色
）
、
保

険
証
、
健
康
診
査
質
問
票
（
事
前
に

記
入
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

・
自
己
負
担

　

新
庄
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
〜
74
歳
）
の
方
は
5
0
0
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
方
は
無

料
。

・
受
け
ら
れ
る
場
所

　

新
庄
村
診
療
所
、
真
庭
市
内
の
医

療
機
関

・
申
し
込
み
方
法

　

各
医
療
機
関
を
予
約
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
糖

尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
が
見
つ
か
れ
ば
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

○
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
仲
介
と
な
り
、民
事
上
の
も

め
事
を
解
決
に
導
く
調
停
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
土
地
、建
物
、交
通
事
故
、金
銭
貸
借
、商
品
売
買
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
に
適
し
た
調
停
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
日
時
　
10
月
８
日（
木
）  

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

○
場
所
　
久
世
エ
ス
パ
ス
学
習
室

※
問
い
合
わ
せ
先

　

勝
山
調
停
協
会　

℡
０
８
６
７（
４
４
）２
０
４
０

対
　
象

　

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
で
同
一事
業
所
に
15
年
以
上

又
は
25
年
以
上
勤
務
し
，他
の
模
範
と
な
る
人

推 

薦 

者　

美
作
地
域
の
中
小
企
業
事
業
者

負 

担 

金　

被
推
薦
者
１
名
に
つ
き
４
千
円

締
め
切
り
　
10
月
23
日（
金
）

■
表
彰
式・記
念
講
演

と
　
き
　
11
月
26
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
広
域
事
務
組
合（
津
山
市
山
下
92‐1
）

　

℡（
０
８
６
８
）２
４‐３
６
３
３

　

※
推
薦
書
は
役
場
総
務
企
画
課
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

出
雲
街
道
交
流
フ
ェ
ス
タ

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て

長
寿
の
つ
ど
い
中
止
の

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

秋
の
交
通
安
全

 

県
民
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

行
政
相
談
週
間

身
近
な
も
め
事
の
解
決
に
！ 

無
料
調
停
相
談
会
へ

〜
ご
推
薦
く
だ
さ
い
〜  

優
良
従
業
員
表
彰

入　札　日

令和2年9月2日

令和2年9月2日

工　　期

令和3年3月31日

令和3年3月31日

事　業　名

村道田浪線改良工事

宝田支線川災害復旧工事

業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）中山重機

（有）古瀬工務店

68,800千円

2,870千円

（75,680千円）

（3,157千円）

工 事 等 入 札 結 果

（6）令和2年9月18日発行第463号 広 報 新 庄（7）令和2年9月18日発行 第463号広 報 新 庄



　

第
18
回
お
か
や
ま
県
民
文
化
祭

「
文
化
が
ま
ち
に
あ
る
！
in
ま
に
わ

２
０
２
０
」
の
一
環
と
し
て
、
「
出

雲
街
道
交
流
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

旧
出
雲
街
道
の
面
影
が
残
る
旧
四

十
曲
峠
か
ら
が
い
せ
ん
桜
通
り
ま
で

の
約
６
・
５
ｋ
ｍ
の
道
の
り
を
、
自

然
や
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
散
策
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

　

10
月
25
日
（
日
）

　

9
時
〜
受
付
、
10
時
ス
タ
ー
ト

○
集
合
場
所　

  

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
駐
車
場

○
参
加
料

　

無
料

○
参
加
申
込
み
締
切
り

  

10
月
2
日
（
金
）
※
先
着
15
名

○
問
い
合
わ
せ
先

  

新
庄
村
公
民
館

  

電
話
０
８
６
７‐
５
６‐
３
０
２
２

（
公
民
館　

高
岡
）

　

本
年
10
月
11
日
（
日
）
に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
「
長
寿
の
つ
ど
い
」

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
い

た
し
ま
す
。
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
皆
さ
ま
や
、
催
し
に
関
わ
る

皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
の
程
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
75
歳
以
上
対
象
者
の
名
簿

に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
ど
お
り
冊

子
の
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
金
婚
式
、
米
寿
の
方
、８
０
２
０

（
歯
科
）受
賞
者
に
は
、
記
念
品
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

渡
辺
）

　

９
月
21
日
（
月
）
か
ら
30
日

（
水
）
の
10
日
間
、
秋
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
県
内
一
斉
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

重
点
目
標
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【
全
国
共
通
】

◆
子
ど
も
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安

全
と
自
転
車
の
安
全
利
用
の
確
保

◆
高
齢
運
転
等
の
安
全
運
転
の
励
行

◆
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
と
飲
酒
運
転
等
の
危
険
運
転
の

防
止

【
岡
山
県
】

◆
危
険
な
横
断
の
禁
止

◆
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

◆
合
図
の
徹
底

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
１

人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

相
手
に
対
す
る
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず

り
合
い
」
の
気
持
ち
を
持
っ
て
交
通

マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。

『
思
い
や
り　

ゆ
と
り
は
無
事
故
へ

　

つ
づ
く
道
』
を
合
言
葉
に
、
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
企
画
課　

中
川
）

　

10
月
19
日（
月
）か
ら
25
日（
日
）は
、

「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。
行
政
相
談

週
間
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

新
庄
村
で
は
、
こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

《
日
時
》

　

令
和
2
年
10
月
20
日
（
火
）

　

10
時
〜
12
時

《
場
所
》

　

新
庄
村
創
生
セ
ン
タ
ー

　

２
階　

応
接
室

《
相
談
に
対
応
す
る
方
》

・
新
庄
村
行
政
相
談
員

　

三
船　

八
壽
子　

さ
ん

・
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

１
名

　

な
お
、
総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
を
通

じ
て
、
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
】

　
☎
０
８
６‐２
２
４‐１
１
０
０

　
☎
０
５
７
０‐０
９
０
１
１
０

　

F
a
x
０
８
６‐２
２
１‐５
６
６
１

（
住
民
福
祉
課　

小
畑
）

　

新
庄
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
〜
74
歳
）
・
後
期
高
齢
者
医
療

加
入
者
の
方
へ
送
付
し
た
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
・
「
後
期
高
齢
者

健
康
診
査
受
診
券
」
の
有
効
期
限
は
、

10
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庄
村
診
療
所
の
他
、
真
庭
市
内
の

医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

事
前
予
約
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

・
健
診
期
間

　

令
和
２
年
６
月
１
日
か
ら
10
月
31

日
ま
で

・
検
診
内
容

　

問
診
、
身
体
測
定
、
検
尿
、
血
圧

測
定
、
診
察
、
心
電
図
、
血
液
検
査

な
ど
の
検
査
が
ま
と
め
て
受
け
ら
れ

ま
す
。

・
健
診
当
日
に
持
参
し
て
い
た
だ
く

も
の

　

健
康
診
査
受
診
券
（
黄
色
）
、
保

険
証
、
健
康
診
査
質
問
票
（
事
前
に

記
入
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

・
自
己
負
担

　

新
庄
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
40
〜
74
歳
）
の
方
は
5
0
0
円
、

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
方
は
無

料
。

・
受
け
ら
れ
る
場
所

　

新
庄
村
診
療
所
、
真
庭
市
内
の
医

療
機
関

・
申
し
込
み
方
法

　

各
医
療
機
関
を
予
約
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
糖

尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
が
見
つ
か
れ
ば
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
自
身
の
健
康
を
守
る
た
め
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

○
裁
判
所
の
調
停
委
員
が
仲
介
と
な
り
、民
事
上
の
も

め
事
を
解
決
に
導
く
調
停
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
土
地
、建
物
、交
通
事
故
、金
銭
貸
借
、商
品
売
買
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
に
適
し
た
調
停
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

○
日
時
　
10
月
８
日（
木
）  

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

○
場
所
　
久
世
エ
ス
パ
ス
学
習
室

※
問
い
合
わ
せ
先

　

勝
山
調
停
協
会　

℡
０
８
６
７（
４
４
）２
０
４
０

対
　
象

　

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
で
同
一事
業
所
に
15
年
以
上

又
は
25
年
以
上
勤
務
し
，他
の
模
範
と
な
る
人

推 

薦 

者　

美
作
地
域
の
中
小
企
業
事
業
者

負 

担 

金　

被
推
薦
者
１
名
に
つ
き
４
千
円

締
め
切
り
　
10
月
23
日（
金
）

■
表
彰
式・記
念
講
演

と
　
き
　
11
月
26
日（
木
）　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
　
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
広
域
事
務
組
合（
津
山
市
山
下
92‐1
）

　

℡（
０
８
６
８
）２
４‐３
６
３
３

　

※
推
薦
書
は
役
場
総
務
企
画
課
で
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。

出
雲
街
道
交
流
フ
ェ
ス
タ

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
に
つ
い
て

長
寿
の
つ
ど
い
中
止
の

　
　
　
　
　 

お
知
ら
せ

秋
の
交
通
安
全

 

県
民
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

行
政
相
談
週
間

身
近
な
も
め
事
の
解
決
に
！ 

無
料
調
停
相
談
会
へ

〜
ご
推
薦
く
だ
さ
い
〜  

優
良
従
業
員
表
彰

入　札　日

令和2年9月2日

令和2年9月2日

工　　期

令和3年3月31日

令和3年3月31日

事　業　名

村道田浪線改良工事

宝田支線川災害復旧工事

業　者　名 落札価格（契約金額）

（有）中山重機

（有）古瀬工務店

68,800千円

2,870千円

（75,680千円）

（3,157千円）

工 事 等 入 札 結 果

８月広報誌の人口動態訂正の
お知らせ

令和２年８月号に掲載した
人口に誤りがありました。
訂正させていただくとともに、
お詫び申し上げます。

＜訂正後＞
　　男・・・・・・・・・・・４２６（±０）
　　女・・・・・・・・・・・４８６（－１）
　　計・・・・・・・・・・・９１２（－１）
　世帯数・・・・・・・・３９０（＋１）　
令和２年７月３１日現在

（住民福祉課　古南）

（6）令和2年9月18日発行第463号 広 報 新 庄（7）令和2年9月18日発行 第463号広 報 新 庄



　

令
和
2
年
10
月
25
日
（
日
）
は
、
岡
山
県

知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
の
選
挙
は
、

こ
れ
か
ら
の
岡
山
県
政
を
担
う
、
私
た
ち
の

代
表
を
選
ぶ
大
変
重
要
な
選
挙
で
す
。
み
な

さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
す
。
投
票
所
は
新
庄
村
公
民
館
で
す
。

投
票
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
取
組
と
し
て
、
投
票
管
理
者
、
立

会
人
、
事
務
従
事
者
の
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
用
消
毒
液
の
設
置
、
定
期
的
な
換
気
・
消

毒
等
を
実
施
し
ま
す
。
投
票
日
に
は
、
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
投
票
所
入
場
券
を
持
っ
て
投

票
所
で
投
票
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど

で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
投
票
時
間
は
午
前
8
時
30

分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で
、
期
間
は
10
月
9

日
（
金
）
か
ら
10
月
24
日
（
土
）
ま
で
で
す
。

期
日
前
投
票
所
は
役
場
１
階
で
す
。

　

投
票
所
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
期
日
前
投

票
所
の
ご
利
用
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会（
０

８
６｜
２
２
６｜

７
２
７
３
）
ま
た
は
、
新
庄

村
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
課　

辻
）

　

こ
の
た
び
、
真
庭
版
の

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で

あ
る
「
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー

ト
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

は
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
医
療
や
介
護

の
希
望
、
大
切
な
人
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
書
き
記
し
て
お
く
た
め
の
ノ
ー
ト
で

す
。
し
か
し
、
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
は
、
人

生
の
終
わ
り
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
先
も
自
分
ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
自
分
の
将
来
を
想
像
し
た
り
、

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
将

来
あ
る
べ
き
姿
を
前
向
き
に
考
え
る
手
段
と

し
て
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
の
内
容
（
目
次
）

◆
わ
た
し
の
こ
と
①

　

名
前
や
生
年
月
日
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な

ど◆
わ
た
し
の
こ
と
②

　

今
ま
で
の
思
い
出
や
習
慣
、
生
き
が
い
、

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て

み
た
い
こ
と
な
ど

◆
も
し
も
の
時
①（
介
護
へ
の
希
望
）

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
誰
に
介
護
を
し

て
ほ
し
い
か
、
介
護
を
受
け
た
い
場
所
、
介

護
に
関
す
る
希
望
な
ど

◆
も
し
も
の
時
②（
医
療
へ
の
希
望
）

　

人
生
の
終
わ
り
が
近
付
い
た
時
ど
こ
で
過

ご
し
た
い
か
、
延
命
治
療
を
希
望
す
る
か
な

ど◆
も
し
も
の
時
③（
死
後
の
希
望
）

　

葬
儀
や
お
墓
、
死
後
に
関
す
る
希
望
な
ど

◆
大
切
な
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

家
族
や
友
人
、
大
切
な
人
へ
伝
え
た
い
こ
と
、

お
願
い
し
た
い
こ
と
な
ど

○
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
の
使
い
方

・
必
要
だ
と
思
う
部
分
だ
け
を
選
ん
で
書
い

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

・
時
間
が
経
て
ば
、
書
い
た
時
と
は
考
え
が

変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
時
は
そ
の
都
度
書
き
直
し
て
か
ま
い

ま
せ
ん
。
定
期
的
に
見
直
す
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

・
家
族
や
大
切
な
人
、
支
援
者
の
方
と
相
談

し
な
が
ら
書
く
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
お

一
人
で
書
く
場
合
で
も
、
ノ
ー
ト
の
存
在

や
置
い
て
あ
る
場
所
を
誰
か
に
知
っ
て
お

い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

書
い
て
み
る
こ
と
で
気
付
く
こ
と
、
発
見

す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
に
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
ノ
ー
ト
を
通
し
て
、
家
族
や
大

切
な
人
と
一
緒
に
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
の

皆
さ
ん
の
生
き
方
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

○
新
庄
村
役
場
住
民
福
祉
課
で
無
料
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

　
　
（
住
民
福
祉
課　

谷
川
）

﹃
知
事
選
大
事  

投
票
に
Ｇ
Ｏ
！
﹄

「マイライフノート」を配布しています

作ってみませんか？マイナンバーカード！
（8）令和2年9月18日発行第463号 広 報 新 庄（9）令和2年9月18日発行 第463号広 報 新 庄

マイナンバーカードでマイナポイントをもらおう

マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう

マイナンバーカードを使って、予約・申込を行い、選択したキャッシ
ュレス決済サービスでチャージやお買い物をするとポイントが付
与されるのが、「マイナポイント」です

2020年9月～2021年3月のご利用金額の25%のポイントが付
与されます（お一人あたり5,000円が上限・全国4000万人先
着）
「ICカード（電子マネー）」「QRコード決済」「クレジットカード」な
ど幅広いキャッシュレス決済サービスが使えます

マイナンバーカードがあれば、スマートフォン、
パソコン、住民福祉課窓口（マイナポータル端
末で申込可能です
※令和2年7月から開始しています

2021年3月から医療機関・薬局などで、順次 マイナンバーカード
の健康保険証利用が可能になります（申込手続きが必要）

就職・転職・引越しをしても健康保険証としてずっと使えます（医
療保険者への加入の届出は引き続き必要）

マイナンバーカードがあれば、スマートフォン、
パソコン、住民福祉課窓口（マイナポータル端
末）で申込可能です
※令和2年8月から開始しています

― お問い合わせ ―
新庄村役場 住民福祉課 ℡ 0867-56-2646
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。
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６
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。
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皆
様
、
農
作
業
の
お
疲
れ
は
出
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
、
８
月
に
実
施
し
た
子
供
料

理
教
室
に
参
加
さ
れ
た
お
子
様
た
ち
に

食
育
で
お
話
し
た
、
「
栄
養
素
」
に
つ

い
て
で
す
。

【
三
大
栄
養
素
】

　

三
大
栄
養
と
は
、
生
命
維
持
の
た
め

に
最
低
限
必
要
な
栄
養
素
の
こ
と
で
す
。

●
た
ん
ぱ
く
質

　

筋
肉
・
骨
・
皮
膚
・
臓
器
・
血
液
な

ど
を
作
る
原
料
と
な
り
ま
す
。

　

多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
材
は
、
肉

類
・
魚
類
・
卵
・
豆
類
で
す
。

●
糖
質

　

脳
や
筋
肉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り

ま
す
。

　

多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
材
は
、
ご

飯
・
パ
ン
・
麺
類
で
す
。

●
脂
質

　

免
疫
機
能
な
ど
に
作
用
す
る
ス
テ
ロ

イ
ド
ホ
ル
モ
ン
の
原
料
や
、
体
の
細
胞

の
構
成
成
分
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
材
は
、
動
物

性
油
脂
や
植
物
油
で
す
。

【
五
大
栄
養
素
】

　

三
大
栄
養
素
に
、
ビ
タ
ミ
ン
と
ミ
ネ

ラ
ル
を
加
え
た
も
の
で
す
。　
　
　
　

●
ビ
タ
ミ
ン

　

三
大
栄
養
素
の
体
へ
の
吸
収
を
助
け

る
た
め
に
必
要
で
す
。
多
く
含
ま
れ
る

食
材
は
、
主
に
野
菜
類
で
す
。

●
ミ
ネ
ラ
ル

　

体
の
調
子
を
整
え
る
た
め
に
必
要
で
す
。

　

多
く
含
ま
れ
る
食
材
は
、
小
魚
・
乳
製

品
・
大
豆
製
品
で
す
。

　

今
回
お
話
し
た
五
大
栄
養
素
を
意
識
し

て
い
た
だ
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で

健
康
な
体
を
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
住
民
福
祉
課　

山
口
）

　

今
年
の
夏
は
各
地
で
猛
暑
日
連
続

記
録
を
更
新
す
る
等
、
い
つ
も
以
上

に
暑
い
夏
で
し
た
。
さ
く
ら
の
里
で

は
少
し
で
も
涼
を
感
じ
よ
う
と
、
お

や
つ
に
か
き
氷
を
ご
準
備
し
ま
し
た
。

い
ち
ご
、
メ
ロ
ン
、
ラ
ム
ネ
の
中
か

ら
お
好
き
な
味
を
選
ん
で
も
ら
い
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い

日
の
か
き
氷
は
み
ん
な
笑
顔
に
な
り

ま
す
。

　　

ま
た
、
梅
ジ
ュ
ー
ス
に
つ
づ
い
て
、

今
月
は
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
し

た
。
利
用
者
様
に
し
そ
の
葉
っ
ぱ
を

取
っ
て
も
ら
い
、
煮
だ
し
て
砂
糖
と

酢
を
混
ぜ
て
完
成
で
す
。
き
れ
い
な

赤
色
の
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
は
疲
労
回
復
、

夏
バ
テ
防
止
の
効
果
が
あ
る
そ
う
で

す
。
自
然
の
恵
み
を
頂
い
て
、
今
年

の
猛
暑
を
乗
り
越
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

穫
り
入
れ
の
季
節
と
な
り
、
ま
だ

ま
だ
現
役
で
農
作
業
に
励
む
ク
ラ
ブ

員
の
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
疲
労
は
集
中
力
を
低
下
さ

せ
る
た
め
事
故
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
休
息
を
と
り
な
が
ら
、
余

裕
を
も
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

８
月
の
活
動　
　

８
日　

村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

      

ゴ
ル
フ
大
会　
　
（
25
名
）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
左
記
の
大
会

は
欠
場
と
し
ま
す
。

○
美
作
地
区
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

　

大
会

○
美
作
地
区
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　

ゴ
ル
フ
大
会

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

　

令
和
2
年
8
月
6
日
（
木
）
に
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
さ
く
ら
の
里
合
同
で

納
涼
祭
を
行
い
、
利
用
者
様
三
十
二

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
開
催
時
間
を

短
く
し
、
3
密
を
避
け
、
マ
ス
ク
着
用
、

消
毒
を
徹
底
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
、
願
い
事
の
書
か
れ
た

七
夕
飾
り
や
、
利
用
者
様
手
作
り
の

塗
り
絵
の
花
火
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
庄
盆
踊
り
「
東
」
で
幕
が
あ
き
、

聞
き
慣
れ
た
太
鼓
の
音
に
ト
ン
カ
コ

カ
、
自
然
と
手
が
動
き
ま
す
。「
疫

病
退
散
ゲ
ー
ム
」
で
は
ウ
イ
ル
ス
に

見
立
て
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
コ
ッ
プ
を

う
ち
わ
で
吹
き
飛
ば
し
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

例
年
恒
例
の
保
育
所
と
の
交
流
は
、

園
児
の
ビ
デ
オ
で
の
出
演
と
な
り
ま

し
た
が
、
か
わ
い
い
子
供
達
が
踊
る

姿
に
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
の
た
め
に
日
頃
の
活
動
の
中
で

利
用
者
様
が
作
っ
て
い
た
園
児
へ
の

壁
掛
け
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
喜
ん
で
も

ら
え
ま
し
た
。

　

新
庄
田
植
え
踊
り
の
仲
間
達
の
出

演
で
は
、「
安
来
節
」
の
ひ
ょ
う
き

ん
な
動
き
に
、
大
笑
い
し
、「
新
庄

田
植
え
踊
り
」
で
は
子
供
達
の
踊
り

に
感
心
し
、「
秋
田
大
黒
舞
」
で
は
、

大
黒
様
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
喜
ば

れ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
は
、
お
楽
し
み
の
行
事
食
を
み

ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
口
々
に
「
時
間
が
短
か
っ

た
け
ど
、
そ
の
分
、
楽
し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
」「
大
笑
い
し
た
し
、
大
黒
様
に

も
会
え
た
か
ら
寿
命
が
延
び
た
」「
子

供
達
の
姿
に
涙
が
出
た
」
な
ど
と
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
季
節
を
感
じ
る
行

事
や
、
楽
し
ん
で
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト

を
、
感
染
対
策
に
力
を
入
れ
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
協
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か
？

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

さ
く
ら
の
里
の
活
動

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
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８
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養
素
」
に
つ

い
て
で
す
。
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大
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素
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。
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入
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？

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

さ
く
ら
の
里
の
活
動

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
納
涼
祭

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

（10）令和2年9月18日発行第463号 広 報 新 庄（11）令和2年9月18日発行 第463号広 報 新 庄



　８月31日（月）、２学期の始業式が行われ、子どもたち
の元気な声が学校に戻ってきました。
　２学期は、運動会や学習発表会、陸上練習等、大きな
行事がたくさんあります。
　９月２日（水）には、小中合同で運動会のオリエンテー
ションを実施しました。チームごとでの顔合わせの自己紹
介、リーダーと副リーダーを決めた後、小学生と中学生が
一緒に考えたスローガンの紹介がありました。
　２学期は、学習はもちろん、行事の取り組みでも、「やる
気」と「情熱」、最後まであきらめない気持ちをもって、力
を合わせてみんなで励まし合ってみんなで成長できる学
期にしてほしいと考えています。

（新庄小学校　熊谷）

　夏休み登校日の7月31日(金)、８月１日(土)、そして８月28日(金)の３
日間、かねてから総合的な学習の時間「ふるさと新庄学」で準備を
進めていた「地域貢献活動」を実施しました。活動は学年縦割りの
４班で、班ごとに取組を考え、提案できる形にまとめていきました。
　　｢盆踊り班｣は、村長及び盆踊り保存会の元会長から盆踊りの
魅力や課題を伺いました。インタビューしたことを新聞やポスターに
まとめていきました。「観光地紹介班」は、新庄村の名所の案内板
を製作し、村内に設置しました。また、案内板を設置した観光地に
ついてのPRのためにパンフレットを作成し、道の駅に置かせてもら
いました。「新庄ＰＲ班」は、村長をはじめとする新庄村の方にイン
タビューし、その様子をインスタグラムにあげました。またPRの新し
い形として、プロジェクションマッピング(画像の投影)の製作をしました。今後は村の行事での活
用につなげていきたいと考えています。「商品開発班」は、新庄産木材で表札やペーパーウェイ
トを制作し、商品化に向けて、道の駅のスタッフやお客さんの生の声を聞いてきました。
　班ごとにまとめを進め、11月７日（土）の学習発表会で活動の発表をします。

（新庄中学校　河井）

～元気に２学期スタート～小学校だより小学校だより みんなで「束で伸びよう」みんなで「束で伸びよう」

地域貢献活動地域貢献活動中学校だより中学校だより
～ふるさと新庄のために～
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